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図書館での調べ物
レファレンス・サービス

「世界のきのこ図鑑」（新樹社・発行）

「そだててあそぼう
　　　　シイタケの絵本」
　　　　　　　　　（農文協・発行）

甲南さん（以下・甲南）今度きのこ狩
りを兼ねて登山をしようと思ってい
ます。「毒きのこ」を見分けるために
参考になるような本はありません
か？
図書館職員（以下・図書）こんにちは。
「きのこ」の見分け方の本ですね。い
くつかありますがこれはどうでしょ
うか。「よくわかるきのこ大図鑑」
（永岡書店・発行）食用に向く・食
用に向かない・食べ方注意・毒あ
り・毒性は未確認の５つのタイプ
に分けられています。
甲南　写真も多く載っているので、分
かりやすいですね。食用に向かない
タイプは、毒はないけれどあまり美
味しくないのですね。きのこ料理の
レシピも載っているので便利な本
ですね。
図書　毒きのこばかりが載っている
本もありますよ。「日本の毒きのこ」

（学習研究社・発行）観察
のポイントや特徴から見る検索表
なども載っていて分かりやすいのではない
でしょうか。毒の性質や中毒のタイプも載
っています。
甲南　きのこの毒にはかなり毒性が強いもの
もあり注意が必要ですね。迷った時には食
べないという判断も必要ですね。食べられ
るきのこを見つけるのはなかなか難しそう
です。マツタケなんかは簡単には見つけら
れないのでしょうね。
図書　マツタケでこのような本がありますよ。
「まつたけの文化誌」（山と渓谷社・発行）
　　時代ごとに人々とマツタケの関わりにつ
いて書かれていますよ。
甲南　奈良時代にはマツタケを「傘立て
て」「秋の香」という言葉で言い表
した歌があるのですね。古くから
日本人にとってマツタケが特別な
きのこであったことがこの本を読
むと伝わってきます。

他にもこんな本が！

─今回のテーマ・きのこ─

地
域
の
活
性
化
と

人
権
尊
重
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に

　

一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
世

の
中
を
つ
く
る
こ
と
は
わ
た
し
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

高
齢
化
率
や
要
支
援
世
帯
率
の
状
況
が
進
行
す
る
な
か
、
こ
れ

ら
が
要
因
と
な
る
老
人
世
帯
増
加
な
ど
の
問
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

牛
飼
教
育
集
会
所
で
は
地
域
の
活
性

化
と
人
権
尊
重
の
「
輪
」
を
広
げ
る
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

❶
『
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
』
を

め
ざ
し
、
地
域
福
祉
と
人
権
尊
重
の

輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
活
動
の
活
性

化
に
向
け
て
の
検
討

❷
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
や
福
祉

に
関
心
を
持
つ
た
め
の
高
齢
者
生
き

が
い
活
動
の
推
進

　
　

い
き
い
き
体
操
教
室

　
　

ふ
れ
あ
い
教
室

❸
学
び
を
通
し
て
出
会
い
、
交
流
を
広

げ
て
い
く
、
地
域
交
流
・
文
化
教
養

事
業
の
継
続
的
な
開
催

　

  

書
道
教
室
、
謡
曲
教
室
、
生
花
教
室

　

  
短
歌
教
室
、
料
理
教
室
、
詩
吟
教
室

　

  
手
編
み
教
室

❹
地
域
の
人
々
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
す
る
た
め
に
、
出
会
い
の

機
会
や
場
の
設
定

　
　

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
も
う

　
　

梅
干
づ
く
り
　

　
　

き
ゅ
う
り
漬
と
、う
い
ろ
う
づ
く
り

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習 

な
ど

n

地域の皆さんで楽しく梅干づくり
　を行いました

　

様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、お
互
い

を
良
く
理
解
し
、お
互
い
の
立
場
を
分

か
り
合
え
る
と
い
う
和
が
芽
生
え
、

そ
し
て
輪
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
を
き
っ
か

け
に
、
地
域
の
人
の
自
ら
の
考
え
や

意
見
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

�広報あいこうか2007.10.15


